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Ａ．研究⽬的 
我が国の⺟⼦保健⾏政が抱える課題は、

妊娠早期からの虐待予防、育てにくさに対
する⽀援、核家族化による⼦育て相談機会
の減少と育児の孤⽴化、相対的貧困率の増
加、周産期メンタルヘルスへの対応など
様々挙げられ、少⼦化にも関わらず、課題

は⼭積している 1-4)。2019 年 12 ⽉に成育
基本法が施⾏され、⽣育過程にある⼦ども
およびその保護者、並びに妊産婦に対して
切れ⽬ない⽀援の重要性が⽰された。ポピ
ュレーションアプローチで親⼦の⼼⾝の健
康な成⻑を最⼤限に促す視点や対応が注⽬
されている。これを実現するには、⼦ども

研究要旨 
我が国の⺟⼦保健⾏政が抱える課題は、妊娠早期からの虐待予防、育てにくさに対する⽀援、

核家族化による⼦育て相談機会の減少と育児の孤⽴化、相対的貧困率の増加、周産期メンタルヘ
ルスへの対応など様々挙げられ、少⼦化にも関わらず、課題は⼭積している 1-4)。2019 年 12 ⽉
に成育基本法が施⾏され、⽣育過程にある⼦どもおよびその保護者、並びに妊産婦に対して切れ
⽬ない⽀援の重要性が⽰された。ポピュレーションアプローチで親⼦の⼼⾝の健康な成⻑を最
⼤限に促す視点や対応が注⽬されている。これを実現するには、⼦どもの各年齢の健康課題に寄
り添った⽣物・⼼理・社会的 (biopsychosocial)な観点から、包括的に切れ⽬なくアプローチする
ことが重要である。 
現在、各⾃治体の保健センターや医療機関等において、医師・保健師・看護師・助産師による

新⽣児健診や家庭訪問、産婦健診、乳幼児健診等の場で「エジンバラ産後うつ病質問紙票」、「⾚
ちゃんのきもち質問票」、「育児⽀援質問票」等がセットで使⽤されている。これらも充分親⼦の
⽀援に役⽴つものではあるが、保護者の回答負担を軽減し、biopsychosocial な観点で、⽀援が必
要な家庭を早期発⾒し、家庭福祉分野など関係機関と連携するためのエビデンスに基づいた客
観的リスク評価指標が求められている。本研究課題では biopsychosocial な視点を含んだ保護者
⽀援の質問紙 (Biopsychosocial Assessment tool:BPS-AT)を作成し、その有⽤性の評価を試み
た。研究班で作成した BPS-AT を社会保険⽥川病院⼩児科に乳幼児健診や予防接種などで通院
した⼀般集団の児の保護者を対象とし、さらに福岡⼤学病院⼩児神経外来に通院中の児の保護
者に対し実施した。実施したデータをまとめ解析を⾏い、⺟⼦保健領域における養育⽀援のツー
ルとして有益な可能性のある結果を得た。 
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